
鹿児島県奄美市
Amami City

９月30日 公募開始
10月24日 公募締切
11月上旬 審査会・採択結果通知
11月上旬 事業開始

奄美市子ども・子育て民間サービス創出事業補助金

補助事業の内容について

この事業に期待されること

１.新サービス展開事業（二次募集）
奄美市の子育て世帯の”困った”現状として、「子ども連れで行きや

すい場所が少ない」「相談先や話し相手、頼れる先がない」といった
状態があると考えらます。これらの課題の解決につながる事業に下記
のとおり補助いたします。
補助対象者︓奄美市に所在する民間企業・個人・団体
補助額︓最大20万円（補助率8/10）

３月27日 事業終了。実績報告＆補助金交付請求
※補助金は概算請求が可能です。
※早めに事業が終了した場合は、年度末を待たずに
速やかに実績報告を行ってください。

スケジュール

（民間企業・個人・団体向け資料)
奄美市では、令和5年度に策定した「未来の奄美市づくり計画（通称︓奄美市未来計画）」において、みんなの取組むべき方向性として「子育ての”困った“をなくそう」

を掲げています。令和5年度に実施した子ども・子育てアンケートの結果、奄美市の子育ての“困った”課題として ①雨の日や炎天下での遊び場が無い ②子育て中のパ
パ・ママの孤立化 ③官民問わず子育てサービスの認知度不足 が浮き彫りになりました。
これらの課題を解決していくには、行政の力だけではとても難しいことで、企業・団体・個人の別に関わらず、地域のみなさんとの協力・連携が重要と考えています。
そこで、地域のみなさんが子育てサービスにより積極的に参加しやすい機会を創出するため、令和6年度には試験的に地域の皆さまにご活用いただける補助金を創設し、

たくさんの方に子育てサービスに取組んでいただきました。
令和7年度は、さらにたくさんの地域のみなさんが子育てサービスの創出にチャレンジできるよう、内容をブラッシュアップして支援を実施いたします。
この事業により、奄美市に多くの子育て支援が広まることを期待しています。

2.親子向けワークショップ等開催支援事業
奄美市では、これまでも親子で参加できる取組を行ってきた民間の方々が、

今後も活発な活動を続けていけるよう、事業の周知や利用者拡大につながる
新たな取組みを支援いたします。

補助対象者︓奄美市に所在する民間企業・個人・団体
補助額︓最大５万円（補助率8/10）
ワークショップ１回分から応募可能︕募集は随時受付しています。

●赤ちゃんと一緒に行けるお出かけ先の選択肢が増えることや、赤ちゃんと少し離れて過
ごせる環境をパパ・ママに提供することで、育児を頑張るパパ・ママがほっと一息つける
ようになる取組みを応援します。
・マッサージ店、美容室、宿泊施設等によるレスパイトや見守りの提供など
・地域での子育てサロンの開設

・こども連れで利用しやすいサービス開発
（アレルギー対応メニューの開発、親子連れプランの作成など）
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※このほか奄美市の子育ての”困った”解消につながる提案も可能です。

応募するうえでの留意事項
●本補助金は、令和7年度（1年間）のみの
事業です。
●他の補助金との併用はできません。
●主に奄美市在住の未就学児とその保護者に
向けた子育てサービスを対象としています。
●取組みについて、ご自身でも積極的な周知
をお願いします。

●「かごしま子育てパスポート」の条件を満た
す方は、採択後に登録していただきます。
●このほか、「Q&A」もご確認ください。

●地域のなかに、子どもとママ・パパも楽しめる場所やメニュー
（食事、体験など）が増える取組みを応援します。

1.どちらの事業も、父親の育児参画を促す取組みや、夫婦やパートナーでともに育児をす
る機運づくりとなる取組みを計画し、実施した場合は、補助率が9/10になります︕︕
2.どちらの事業も、取組みの実施にあたっては、イベント保険等への加入が必要です。
実施後に加入が確認できなかった場合、補助金の交付を受けられません。

重

要

ご不明な点はいつでも重点政策
推進監までご相談ください︕

赤ちゃん＋パパ・ママが選べるお出かけ先づくり

子ども連れで利用しやすいサービスづくり

10/24
応募
締切

予算に
達し次第
募集終了
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・たくさんのパパママに参加してもらえるよう、大きな会場を借りる
・ワークショップに今まで依頼したことのない講師を招く
・初めての方でも参加しやすいよう、場所が分かりやすい公共施設を借りる

スケジュール
８月20日 公募開始

以降 随時審査・採択結果通知
事業開始

12月15日 応募締切

３月27日 事業終了
実績報告＆補助金交付請求

※早めに事業が終了した場合は、年度末を待たずに
速やかに実績報告を行ってください。

新サービスのチャレンジ支援
●新サービスを始めるにあたって、試験的（トライアル）な取組みや、人材育成など
サービス実施に向けた準備に関する取組みを応援します。※備品購入は、業務実施に向け
て真に必要と認められるものについて事業費の1/2を超えない範囲で可能となります。

・人材育成のための研修費用・旅費
・親子向け教室のお試し実施 など

【
例
】

New‼

★研修内容を活かした今後の活動案を応募書類に
記載してください。


